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農福連携技術支援者育成研修（実地研修）を初開催 

 

県では、農業分野での障がい者の社会参画を実現する取組として「農福連携」を推進して

います。 

このたび、農林水産省が認定する「農福連携技術支援者」を育成するため、本県において

実地研修を初めて開催します。なお、本研修は国の基準プログラムに準拠しており、修了者

は「農福連携技術支援者」に認定されます。 

 

記 

 

１ 日  時  令和７年１１月１８日（火） ９：３０～１７：００ 

     １１月１９日（水） ９：００～１７：００ 

 

２ 場  所  岐阜県農業大学校（可児市坂戸９３８） 

 

３ 内  容  農作業の細分化や障がい者への作業割当て等の実習、グループワーク 

        ※詳細は別紙のとおり 

 

４ 参 加 者 農業関係者、福祉事業所職員等 ２０名 

        ※参加者は、座学研修（ｅ－ラーニング）を受講済み 

 

５ そ の 他  １２月３日（水）には障がい者福祉サービス事業所「株式会社ＤＡＩ（関市）」 

の現地見学を行います。 

 

 

 

 

 

令和７年１１月１１日（火） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電 話 番 号 

農業経営課 

担い手対策室 
就農支援係 

高杉 

長尾 

内線 4091 

直通 058-272-8421 

FAX 058-278-2686 

 

【農福連携技術支援者】 

・農福連携を現場で実践する手法を具体的にアドバイスする専門人材 

・育成研修の全ての内容を受講し、修了試験において必要な知識と技能を身につけたと

認められた方に、農林水産省が認定証を発行（ただし、国家資格ではない） 

・認定後は、農福連携に取り組む農業者や障がい福祉事業所へ派遣し、実践を支援 



別紙 

 

【研修カリキュラム】 

日 時 内 容 講 師 

１１／１８ 

（火） 

９：３０～９：５０ 開講式・自己紹介 ― 

１０：００～１２：００ 

１３：００～１４：００ 

障害特性に対応した農作業支援技法 

グループワーク 一般社団法人 

ノーマポート 

髙草
たかくさ

 雄士
か ず と

 氏 

１４：１５～１７：００ 

農作業における作業細分化・難易度 

評価・作業割当ての技法 

実習／振り返り ①畝立て作業 

１１／１９ 

（水） 

９：００～１２：００ 

農作業における作業細分化・難易度 

評価・作業割当ての技法 

実習／振り返り ②播種作業 一般社団法人 

ノーマポート 

髙草 雄士 氏 

１３：００～１７：００ 

農作業における作業細分化・難易度 

評価・作業割当ての技法 

実習／振り返り ③収穫作業 

 

 

【会場案内図】 

 

 

 

 


